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「朝型の働き方」

（やむを得ない残業は朝に回して、夕方に退社）



生産性を上げつつ、多様なライフスタイル

▶ 職場全体が「早く帰りやすい」雰囲気に ▶男性の育児参加を増やす

▶ 夜に働けない人も、短時間勤務にしなくて済む ▶地域の活性化、通勤混雑の緩和も
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＜企業の実践例＞
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[image: image3.emf] 労働者が始業時刻・終業時刻を自由に決める制度。

 一定の期間（清算期間）をとおして労働時間が週平均40時間の「枠」に収まれば、時間外労働にならない。
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急に子どもが発熱！

病院へ行ってから出社

育児・介護に関する



突発的な出来事



様々な予定への対応

フレックスタイム制の活用

前日残した仕事は

早朝にカバー

（集中して短時間で）

趣味の時間の充実



明るい夕方から

スポーツ活動



様々な夏の

イベントに参加
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夏の生活スタイル変革！
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明るい時間が長い夏の間は、朝早くから働き始め、夕方は家族や友人との時間を楽しむなど


ライフスタイルを変えて充実した時間を過ごすことができる時季です。





愛知の「働き方改革」














愛知の働く人、家庭、地域、企業が、より魅力的で元気になることを目指して


労働環境を根本から見直し、時間外労働の抑制や休暇取得を推進するとともに


労働者の生活スタイルや家庭責任、地域貢献等に対応できる、多様な働き方・効率的な働き方を勧めています。
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夏至と冬至で比べると日の出から日の入までの時間は　４時間４４分　の差があります。





�（名古屋市）
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夏のワークスタイル①　朝型の働き方











朝勤務した分


定時を早めて帰る！





例えば…





朝型勤務　愛知県内企業の取組事例


【製造業】7月から9月までの期間、フレックスタイム制度を採用している部署で朝型勤務を推奨。


・コアタイムの短縮：現在１５：２５までのところを、期間中は１４：２５までに1時間短縮。


・２０時以降の勤務を原則禁止：２０時以降勤務する場合は、上司と相談のうえ実施。


【金融業】本支店勤務の、すべての社員を対象として、業務上必要な時間外勤務を、所定の始業時間より


１時間早い7時45分から行うことを推奨し、定時退社を励行。�（所定労働時間は8時45分～17時30分）。
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夏のワークスタイル②　フレックスタイム制度の活用
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明るい夕方にテニス！
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サマーナイトアクアリウムで夕涼み





フレックスタイム制度　愛知県内企業の導入事例


顧客対応等で導入が困難な職場を除き、9割以上の職場でフレックスタイム制度を導入。コアタイムは各職場の状況に応じて設定。通院など各自の事情に対応しやすくなり社員の安心感に繫がっている。


コアタイムを１０時～１５時の５時間に設定していたが、のちにコアタイムを廃止。�社員の柔軟で自律した働き方を実現している。


コアタイムを11時～15時の4時間とし、コアタイムを短く、フレキシブルタイムを長めに設定することで、より柔軟な働き方が可能になった。





「働き方改革」に関するお問合せはこちらへ


愛知労働局 雇用環境・均等部 指導課


〒460-0008 名古屋市中区栄２丁目３番１号　名古屋広小路ビルヂング11階


TEL　052-219-5509　　FAX 　052-220-0573





愛知労働局ホームページの


  「愛知の働き方改革」のページもご覧ください。








愛知の働き方改革
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